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ヨセフの物語では、神がすべての諸事において完全かつ絶対的な力を持つことが確証されます。ヨ
セフの兄弟たちによる裏切りと欺瞞は、ヨセフにとって将来的に彼が勝ち取る偉大な地位への準備
となりました。ヨセフの物語は神の全能性、御力、主権性を正確に述べます。物語は裏切りから
始まり、安寧、喜びによって幕を閉じます。ヨセフはその長い旅の中で、周囲の策略・裏切りを乗り
越えました。それは神の御意への完全なる服従に相応しい報奨なのです。

自らの体験から忍耐を学んだヨセフは、歴史上、最も誠実な人物の一人となりました。父、祖
父、曽祖父も預言者だった彼の家系は非の打ち所がありません。キリスト教・ユダヤ教の伝統に
おいても、彼らはそれぞれヤコブ、イサク、アブラハムとして知られています。

欺瞞と裏切り
ヤコブの年上の息子たちがヨセフを砂漠へと連れだす許可を求めたとき、ヤコブの心には
不安が忍び寄りました。彼はすぐに裏切りの予感を感じ取り、狼がヨセフを襲うのではな
いかと疑ったのです。ヤコブはこう言いました。
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サタンは狡猾な方法で欺き、ヤコブは不本意ながら自らの言葉で彼らにヨセフ失踪の理
由を与えてしまうのです。兄弟たちは、ヨセフの失踪を狼のせいにする、という卑劣
な計画を実行することになりました。ヤコブは息子たちの要望に折れ、兄弟たちはヨセフ
を連れ去り、砂漠へと向かいました。

彼らは井戸へと直行し、ためらうことなくヨセフを持ち上げ、井戸の底へと放り投げまし
た。ヨセフは恐怖に泣き叫びましたが、彼らの冷酷無常な心は弟への哀れみを感じなか
ったのです。彼らは旅行者がヨセフを拾い上げ、奴隷として売り払うであろうことを確信して
いました。ヨセフが助けを求めて叫び声を上げる中、彼らは羊の群れから小さなもの
を選んで屠殺し、その血をヨセフの衣服に付けました。嫉妬心に支配された兄弟たちは、こ
の卑劣な行いを秘密にしておくことを誓い合い、満足してその場を去りました。ヨセフは
井戸の中で酷く怯えていましたが、神はやがて彼が兄弟たちに再び出会うことを明らか
にしました。彼はこの出来事について、兄弟たちに問いただす日が来ることを知らされ
たのです。
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泣訴は真実の裏付けとはならないこと
兄弟たちは泣きながら父のもとへと帰りました。既に辺りは暗くなっており、ヤコブは心
配しながら家の中でヨセフの帰りを待っていました。10人の泣き声が、彼の最も恐れて
いたことが起きてしまったことを確信させました。夜の暗闇は、彼らの心の闇と調和していた
かのようでした。彼らの口からは嘘が容易に出てきました。ヤコブの心は苦悩で締め付け
られました。
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預言者ムハンマドの後に現れた誠実な者たちの逸話の一つに、老婦人に判決を下したムスリムの裁判官
の例があります。判決後、老婦人は延々と泣きました。証拠に基づいた判決により、彼女は敗訴したの
です。裁判官の友人は言いました。「彼女は泣きに泣いていたし、老年だ。なぜ彼女
を信じなかったのだ？」裁判官は言いました。「クルアーンには泣くことが真実の証とはな



らない、と書いてあることを知らないのか？ヨセフの兄弟は泣きながら父親の元へと帰った
のだぞ？」彼らは泣いていましたが、犯罪を犯していたのです。

ヤコブとヨセフは共に、歴史上最も高貴な人物に数えられます。預言者ムハンマドはヨセフ
のことを、最も品位あり、寛大な人物の一人として言及しています。誰が最も神を畏れる
人物かと聞かれたとき、彼はこう答えています。「最も名誉ある人物は神の預言者であり
、諸預言者の子、そして神に寵愛されたしもべ（アブラハム）の子であるヨセフである。」1
ヨセフが恐怖の中で井戸の底に居たとき、遠くにいたヤコブは不安にかられていましたが
、息子たちが嘘をついているのは分かっていました。神の預言者にふさわしく、涙を流し
ながらも彼はこう言いました。
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どういった行動をとれば良いのかは、ヤコブにとってのジレンマでした。彼は息子たち
が嘘を付いていたのを知っていましたが、どのような対処をすべきだったのでしょう。も
ちろん彼らを殺すわけにはいきません。彼は神への完全なる服従から、この出来事は彼自
身の手には負えないことを悟りました。彼には神を信頼し、希望と忍耐をもって神に全て
を委ねるほかに選択肢はなかったのです。

井戸の底でヨセフは祈りました。父と息子は夜が更けても神に向き合っていました。夜
が明けてもなお、彼らの心には恐怖と希望が混在していました。ヤコブにとっては、
神へ信頼しつつ、これから来たる長き忍耐の年月の幕開けとなる新しい1日が始まったのです
。一方、井戸の中には太陽の光が差し込み始めました。もしヨセフがあたりを見渡せたのなら
、井戸へとキャラバンが近づいて来ているのが分かったでしょう。数分後、キャラバンの
男が冷たい水を期待し、井戸の底へと桶を下ろしました。

Footnotes:
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